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第
十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
概
算
保
険
料
の
納
付
）」を
付
す
る
。

第
十
五
条
の
二
を
削
る
。

第
十
六
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
、
第
十
六
条
及
び
前
条
」
を
「
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
確
定
保
険
料
）」を
付
す
る
。

第
十
九
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
中「（
高
年
齢
者
免
除
額
に
係
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
に
係
る
一
般
保
険

料
の
額
に
当
該
事
業
に
係
る
高
年
齢
者
免
除
額
を
加
え
た
額
の
う
ち
雇
用
保
険
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
か
ら
当
該
高

年
齢
者
免
除
額
を
減
じ
た
額
）」を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条

削
除

（
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
、「
第
二
十
条

第
三
十
一
条
」
を「
第
二
十
二
条

第
三
十
三
条
」

に
、「
第
四
章

削
除
」
を
「
第
四
章

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
機
会
の
確
保
（
第
三
十

四
条
・
第
三
十
五
条
）」に
、「
第
四
十
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
、「
第
四
十
一
条

第
四
十
三
条
の
三
」
を
「
第
三

十
七
条

第
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
四
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
機
会
の
確
保

（
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
計
画
）

第
三
十
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
次
条
第
一
項
の
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
及
び
同
項
に
お
い

て
「
地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
の
対
象
と
な
る
区
域
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て「
計
画
区
域
」と
い
う
。）

二

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
重
点
的
に
高
年
齢
者
の
就
業
の
機
会
の
確
保
を
図
る
業
種
に
関
す
る
事
項

三

国
が
実
施
す
る
高
年
齢
者
の
雇
用
に
資
す
る
事
業
に
関
す
る
事
項

四

計
画
期
間

３

地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

計
画
区
域
に
お
け
る
高
年
齢
者
の
就
業
の
機
会
の
確
保
の
目
標
に
関
す
る
事
項

二

地
方
公
共
団
体
及
び
次
条
第
一
項
の
協
議
会
の
構
成
員
そ
の
他
の
関
係
者
が
実
施
す
る
高
年
齢
者
の
就
業
の

機
会
の
確
保
に
資
す
る
事
業
に
関
す
る
事
項

４

地
方
公
共
団
体
は
、
第
一
項
の
同
意
を
得
た
地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

政
府
は
、
第
一
項
の
同
意
を
得
た
地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
同
意
が

あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
係
る
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
に
つ
い
て
、雇
用
保
険
法（
昭

和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
二
条
の
雇
用
安
定
事
業
又
は
同
法
第
六
十
三
条
の
能
力
開
発
事
業
と
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
協
議
会
）

第
三
十
五
条

地
方
公
共
団
体
、
関
係
機
関
、
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
事
業

主
団
体
、
高
年
齢
者
の
就
業
に
関
連
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業

の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
高

年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
に
関
し
必
要
な
事
項
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
機

会
の
確
保
の
方
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
第
三
章
第
三
節
中
同
条
を
第
三

十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
第
二
十
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
同
条
の
前

に
見
出
し
と
し
て「（
特
定
地
域
に
お
け
る
措
置
）」を
付
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
条
各
号
」
を
「
第
二
十
二
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と

す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二

十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

二
条
と
す
る
。

第
三
章
第
二
節
中
第
十
九
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
八
条
の
二
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
八
条
を
第
十
九
条

と
し
、
第
十
七
条
の
二
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
五
章
中
第
四
十
条
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
含
む
。」の
下
に
「
第
三
十
九
条
及
び
」
を
加
え
、「
次
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
次

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
第
六
章
第
一
節
中
同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
中
「
第
四
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
の
表
第
五

条
第
二
項
の
項
中
「
第
四
十
二
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
。

（
業
務
拡
大
に
係
る
業
種
及
び
職
種
の
指
定
等
）

第
三
十
九
条

都
道
府
県
知
事
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る

業
務
に
関
し
、
労
働
力
の
確
保
が
必
要
な
地
域
に
お
い
て
そ
の
取
り
扱
う
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
高
年
齢

退
職
者
の
就
業
の
機
会
の
確
保
に
相
当
程
度
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
業
種
及
び
職
種
で
あ
つ
て
、
労
働
力

の
需
給
の
状
況
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
派
遣

事
業
に
限
る
。）と
同
種
の
業
務
を
営
む
事
業
者
の
事
業
活
動
に
与
え
る
影
響
等
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
、セ
ン
タ
ー
の
指
定
区
域
内
の
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
者
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
に
係
る
市
町
村
の
長

二

当
該
指
定
に
係
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

三

指
定
し
よ
う
と
す
る
業
種
及
び
職
種
に
係
る
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
若
し
く
は
労
働
者
派
遣
事
業
又
は
こ
れ

ら
と
同
種
の
事
業
を
当
該
指
定
に
係
る
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
営
む
事
業
者
を
代
表
す
る
者

四

当
該
指
定
に
係
る
市
町
村
の
区
域
の
労
働
者
を
代
表
す
る
者

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
を
し
た
業
種
及
び
職
種
並
び
に
当
該
指
定
に

係
る
市
町
村
の
区
域
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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